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記 者 発 表 資 料

（仮称）壬生PAスマートインターチェンジの設置に向け
準備や検討を行う第1回準備会を開催します

壬生町では、北関東自動車道の都賀IC～壬生IC間において、「（仮称） 壬生PAスマートイ
ンターチェンジ」※１の設置を検討しています。

国土交通省では、令和４年９月３０日に新規準備段階調査として採択した（仮称）壬生PA
スマートインターチェンジについて、「準備段階調査」※2を実施します。

これを受け、（仮称）壬生PAスマートインターチェンジの計画的かつ効率的な準備・検討
を進めることを目的として、第１回準備会を下記のとおり開催します。

記

日 時 ： 令和４年１１月１５日（火） １５時３０分 ～

場 所 ： 壬生町役場 ２階 特別会議室

議事(予定) ： １．（仮称）壬生PAスマートインターチェンジ準備会の設立趣意について

２．（仮称）壬生PAスマートインターチェンジの概要などについて

そ の 他 ： 会場の都合により、一般の方の傍聴は出来ません。

また、当日の配布資料については、計画段階資料のため関係者以外は、

非公開としております。

報道関係の皆様へ

当日の取材は、冒頭の壬生町長挨拶から宇都宮国道事務所長挨拶までとさせていただきます。

取材を希望の方は、１１月１４日（月）１２時までに下記【準備会に関する問い合わせ】先へ登
録をお願いいたします。

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、マスクの着用、会場入り口での手の消毒等の感染
対策にご協力願います。

※１ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて決定されます。
※２ 国として必要性が確認できる箇所について、国が実施する調査。

発表記者クラブ

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、栃木県政記者クラブ

問い合わせ先

【準備会に関する問い合わせ・（仮称）壬生ＰＡスマートＩＣに関する問い合わせ】

壬生町 建設部 都市計画課 電話 ０２８２－８１－１８５２
とみい いくお

都市計画課長 兼 スマートIC建設推進班長 富井 郁夫

【スマートインターチェンジ事業全般に関する問い合わせ】

国土交通省 関東地方整備局 宇都宮国道事務所 電話 ０２８－６３８－２１８１（代表）
まつざわ よしあき おおわだ のぶお

副所長 松澤 義明 計画課長 大和田 宣雄
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所 属 職 名

壬生町 建設部 都市計画課
課長 兼
スマートIC
建設推進班長

栃木県

県土整備部 交通政策課
課長補佐
（総括）

栃木土木事務所
企画調査部

企画調査課
部長補佐
兼 課長

栃木県警察

警察本部
交通部

交通規制課 課長補佐

高速道路
交通警察隊

隊長補佐

栃木警察署 交通総務課 課長

東日本高速道路株式会社
関東支社

総合企画部 総合企画課 課長代理

宇都宮管理事務所

副所長（事務）

工務担当課長

国土交通省
関東地方整備局

道路部 道路計画第二課 課長補佐

宇都宮国道事務所 計画課 課長

（仮称）壬生PAスマートIC準備会委員名簿（案）

■事務局

壬生町 建設部 都市計画課

国土交通省 関東地方整備局 宇都宮国道事務所 計画課
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広域的検討

概略検討

詳細検討

新規事業化 （国）

整備計画決定 （国）

連結許可 （国→地方自治体）
国による整備補助

（機構への補助）

地区協議会の開催 （国・会社・地方自治体）

実施計画書の策定・提出 （地方自治体→国・機構・会社）

開　通

国による準備段階調査
（直轄調査）

地方自治体での検討
（地整、会社で適宜応相談）

・ＩＣの必要性
・周辺道路の現況・整備方針の確認　等

・ＩＣの社会便益及び利用交通量
・ＩＣの位置・構造
・周辺道路の整備計画　　　　　　　等

・ＩＣ及び周辺施設の詳細設計
・整備費用及び負担区分
・管理・運営方法　　　　　　　　　等

ＩＣの必要性等の確認

スマートインターチェンジの検討・整備について

○　スマートICの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として必要性が確認できる箇所等について、
箇所を選定し、国が調査（直轄調査）を実施（準備段階調査）。

○　準備段階調査における準備会での検討や調整が整い、関係機関で構成される地区協議会で決定された実施計画
書が提出された箇所につき新規事業化。


